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曜
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い
な
ば
の 

お
袋
市

６６
月
７
日（
日
）午
前
８
時
か
ら

月
７
日（
日
）午
前
８
時
か
ら

    

鳥
取
駅
前
サ
ン
ロ
ー
ド
商
店
街

鳥
取
駅
前
サ
ン
ロ
ー
ド
商
店
街（
雨
天
決
行
）

（
雨
天
決
行
）

※
予
定
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。



鳥取商工会議所報
VOL783.2026.5.15

3

　
【
来
期（
26
年
４
～
６
月
）見
通
し
】

　

全
産
業
合
計
の
来
期
業
況
判
断
は

マ
イ
ナ
ス
８
・
３
と
前
年
同
期
調
査

か
ら
０
・
９
㌽
悪
化
し
ま
し
た
。 

売

上
高
や
収
益
状
況
の
項
目
で
は
、製

造
業
・
非
製
造
業
と
も
に
前
年
同
期

を
下
回
っ
て
悪
化
。
特
に
製
造
業
の

収
益
状
況
は
７
・
４
㌽
の
大
幅
な
悪

化
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

製
造
業
で
は
、進
む
中
東
情
勢
の

緊
迫
化
に
よ
る
原
油
・
物
資
の
供
給

不
安
を
は
じ
め
、国
際
情
勢
悪
化
に

よ
る
輸
入
コ
ス
ト
増
加
な
ど
の
懸
念

が
結
果
に
表
れ
た
と
推
察
し
ま
す
。

製
造
業
先
行
き
に
厳
し
い
見
方

製
造
業
先
行
き
に
厳
し
い
見
方

�

先
行
き
見
通
せ
ず
極
め
て
強
い
警
戒
感

今
　
　
期

業
況
判
断

　

鳥
取
県
商
工
会
議
所
連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
、県
内
企
業
１
５
０
社
を
対
象

に
実
施
し
た
２
０
２
６
年
１
～
３
月
期
の
景
気
動
向
調
査
結
果
を
ま
と
め
ま

し
た
。
回
収
率
70
・
0
％
。

　

全
産
業
合
計
の
業
況
判
断
は
マ
イ
ナ
ス
６
・
９
と
前
年
同
期
の
調
査
と
比
べ

て
３
・
９
㌽
悪
化
し
ま
し
た
。
長
引
く
物
価
高
騰
で
消
費
活
動
が
鈍
化
し
て
い

る
こ
と
に
加
え
、今
期
は
緊
迫
す
る
中
東
情
勢
に
伴
う
深
刻
な
原
油
や
物
資

の
供
給
不
安
を
訴
え
る
声
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

来
期
見
通
し
も
全
産
業
合
計
で
前
年
同
期
比
０
・
９
㌽
悪
化
し
て
お
り
、終

わ
り
の
見
え
な
い
国
内
外
の
混
沌
と
し
た
情
勢
が
、先
行
き
へ
の
極
め
て
強

い
警
戒
感
と
し
て
数
値
に
反
映
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

2026年1～3月期
　
【
対
前
年
同
期
比
】
業
種
別
の
業

況
判
断
は
、
製
造
業
が
１
・
９
と
プ

ラ
ス
圏
を
維
持
し
た
も
の
の
前
年
同

期
か
ら
９
・
２
㌽
の
大
幅
悪
化
と
な

り
、
卸
売
業
も
５
・
８
㌽
悪
化
（
マ

イ
ナ
ス
15
・
８
）
し
て
全
体
を
押
し

下
げ
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
業
は
マ
イ

ナ
ス
20
・
０
（
同
１
・
２
㌽
悪
化
）

と
全
業
種
で
最
も
低
い
水
準
で
、
極

め
て
厳
し
い
環
境
で
す
。

　

一
方
、
小
売
業
は
マ
イ
ナ
ス
15
・

０
な
が
ら
前
年
同
期
比
５
・
６
㌽
改

善
す
る
な
ど
、
業
種
間
で
動
き
に
違

い
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
【
経
営
上
の
問
題
点（
複
数
回
答
）】

　
「
原
材
料
・
仕
入
れ
価
格
上
昇
」

（
21
・
６
％
）が
首
位
、「
経
費
の
増
加
」

（
18
・
６
％
）が
２
位
と
前
回
と
同
様

で
、
３
位
に「
売
上
・
受
注
の
減
少
」

（
11
・
６
％
）が
浮
上
し
ま
し
た
。
４
位

「
人
手
不
足
」（
11
・
３
％
）、５
位「
消

費
・
需
要
の
停
滞
」と
続
き
、消
費
鈍

化
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

　

記
述
回
答
で
は
、「
中
東
情
勢
に
よ

る
重
油
調
達
の
困
難
」（
製
造
業
）や

「
石
油
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
供
給
状
況

が
見
え
な
い
」（
建
設
業
）な
ど
原
油

の
供
給
不
安
を
訴
え
る
声
が
複
数
あ

り
ま
し
た
。「
あ
ら
ゆ
る
物
に
供
給

制
限
が
出
始
め
て
い
る
」「
価
格
が
40

～
50
％
ア
ッ
プ
と
言
わ
れ
る
」な
ど

利
益
面
の
深
刻
な
影
響
や
、「
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
封
鎖
へ
の
懸
念
」か
ら
国
へ

支
援
を
求
め
る
声
も
出
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、「
必
要
の
な
い
物
に
お
金
を

使
わ
な
い
」（
小
売
業
）と
い
う
買
い

控
え
か
ら
値
上
げ
に
踏
み
切
れ
な
い

苦
悩
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
お
り
、

先
行
き
見
通
し
が
立
た
ず
、経
営
の

舵
取
り
が
難
し
い
状
況
で
す
。

前年同期比 （　）内は2025.１〜３月期の数字

 ＢＳＩ＝ 1／2（Ｘ－Ｚ）、Ｘ＝上昇・増加、Ｙ＝横ばい、Z＝減少・下降、ただし（Ｘ＋Ｙ＋Ｚ＝100）

来期見通し（2026.４〜６月期）
※（　）内は前年同期
　の数字

消
費
鈍
化
と
中
東
リ
ス
ク
直
撃

消
費
鈍
化
と
中
東
リ
ス
ク
直
撃

県連景況調査県連景況調査

消
費
活
動
の
鈍
化
と
供
給
不
安

消
費
活
動
の
鈍
化
と
供
給
不
安

業
況
判
断
の
継
続
的
な
悪
化

業
況
判
断
の
継
続
的
な
悪
化

動 向

回収
数 売上高 売上単価 資金繰り 借入難度 収益状況 業況判断 売上高 売上単価 資金繰り 借入難度 収益状況 業況判断

全産業合計 105 -3.0 （ 3.5 ） 10.9 （ 12.9 ） -4.0 （ -0.5 ） 0.5 （ -2.1 ） -5.9 （ -5.0 ） -6.9 （ -3.0 ） -6.7 （ -0.5 ） 8.0 （ 10.4 ） -5.0 （ 0.5 ） 0.5 （ 0.0 ） -9.8 （ -5.5 ） -8.3 （ -7.4 ）

製 造 業 27 9.3 （ 204.0 ） 16.7 （ 18.5 ） -3.7 （ 0.0 ） 0.0 （ -3.7 ） 9.3 （ 0.0 ） 1.9 （ 11.1 ） -9.3 （ -1.9 ） 11.1 （ 14.8 ） -9.3 （ 0.0 ） -1.9 （ -3.7 ） -9.3 （ -1.9 ）-11.1 （ -7.4 ）

非 製 造 業 78 -7.7（ -2.8 ） 8.8 （ 10.8 ） -4.1 （ -0.7 ） 0.7 （ -1.5 ）-11.4 （ -6.8 ）-10.0 （ -8.1 ） -5.8 （ 0.0 ） 6.9 （ 8.8 ） -3.4 （ 0.7 ） 1.4 （ 1.5 ）-10.0 （ -6.8 ） -7.3 （ -7.4 ）

（建　設　業） 23 6.5 （ 9.6 ） 7.2 （ 16.7 ） 7.1 （ 11.9 ） 9.5 （ 2.4 ） 0.0 （ 9.6 ） 7.2 （ 11.9 ） 2.2 （ 14.3 ） 2.4 （ 14.3 ） 2.4 （ 11.9 ） 9.5 （ 4.8 ） 0.0 （ 2.4 ） 7.2 （ 0.0 ）

（卸　売　業） 19 -7.9 （ -2.5 ） 11.1 （ 10.0 ） -7.9 （ -10.0 ） 2.6 （ -5.0 ） -7.9 （ -2.5 ）-15.8 （ -10.0 ） -5.3 （ 0.0 ） 8.3 （ 7.5 ） -5.3 （ -7.5 ） 2.6 （ 2.5 ）-13.2 （ -5.0 ） 13.2 （ -5.0 ）

（小　売　業） 20 -17.5 （ -14.7 ） 10.0 （ 3.0 ） -5.0 （ -3.0 ） -5.0 （ -2.9 ）-17.5 （ -20.6 ）-15.0 （ -20.6 ）-17.5 （ -23.6 ） 15.8 （ 0.0 ） -7.5 （ -3.0 ） -5.0 （ -2.9 ）-15.0 （ -20.6 ）-12.5 （ -20.6 ）

（サービス業） 16 -15.7 （ -6.7 ） 6.7 （ 12.5 ）-14.3 （ -3.6 ） -7.7 （ 0.0 ）-23.4 （ -3.1 ）-20.0 （ -18.8 ） -3.1 （ 6.3 ） 0.0 （ 12.5 ） -3.6 （ 0.0 ） -3.9 （ 0.0 ）-13.4 （ -6.3 ）-12.5 （ -6.3 ）
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鳥
取
商
工
会
議
所（
平
井
耕
司
会

頭
）は
４
月
21
日（
火
）、
鳥
取
市
本

町
３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会
議
所
ビ
ル

で
、
経
済
交
流
・
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
事

業
の
一
環
と
し
て
台
湾
企
業
と
の
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
に
関
す
る
調
印

式
を
行
い
、
当
所
の
仲
介
に
よ
り
、

会
員
事
業
所
と
台
湾
企
業
の
３
者
間

で
基
本
合
意
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
合
意
に
至
っ
た
の
は
、
鳥

取
市
南
吉
方
２
丁
目
に
あ
る
会
員
事

業
所
の
㈱
鳥
取
ス
タ
ー
電
機（
山
下

久
志
代
表
取
締
役
）と
台
湾
の
Ａ
―

Ｃ
Ｏ
Ｍ
社（
林
進
春
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）。
調
印

式
で
は
、
平
井
会
頭
と
両
社
の
代
表

者
が
署
名
を
交
わ
し
、
技
術
提
携
や

貿
易
促
進
に
向
け
た
協
力
体
制
の
構

築
で
合
意
し
ま
し
た
。

　

当
所
で
は
、
今
回
の
基
本
合
意
を

会
員
事
業
所
が
新
た
な
成
長
に
向

け
て
踏
み
出
す「
き
っ
か
け
」と
位
置

付
け
て
い
ま
す
。
海
外
展
開
を
目
指

す
企
業
と
、
台
湾
企
業
の
技
術
・
ノ

ウ
ハ
ウ
・
ブ
ラ
ン
ド
を
融
合
さ
せ
る

こ
と
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
事
業
拡
大
を

支
援
。
将
来
的
に
は
、
台
湾
の
経
済

団
体
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
深

め
、
強
固
な
交
流
基
盤
の
構
築
を
目

指
し
ま
す
。

　

調
印
式
後
の
意
見
交
換
会
に
は
、

鳥
取
瓦
斯
㈱
の
児
嶋
太
一
代
表
取
締

役
社
長
と
㈱
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
の
長
谷
泰

彦
取
締
役
社
長
も
参
加
。
半
導
体
・

Ａ
Ｉ
の
活
用
に
よ
る
地
域
課
題
の
解

決
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
を
交
わ

し
、
今
後
の
多
分
野
へ
の
展
開
に
期

待
を
寄
せ
ま
し
た
。

台
湾
企
業
と
の
交
流・ビ
ジ
ネ
ス
創
出
事
業

台
湾
企
業
と
の
交
流・ビ
ジ
ネ
ス
創
出
事
業

新
た
な
挑
戦
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り

新
た
な
挑
戦
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り

��

３
者
間
基
本
合
意
書
の
締
結

３
者
間
基
本
合
意
書
の
締
結

合意書を手にする平井会頭（中央）

我が社には少数株主が存在していますが、会社経営における意思決定の
円滑化のために株式併合を行いたいと考えています。株式併合が少数株

主の株主としての地位を奪う結果となる場合、違法となるのでしょうか？
今回は株式併合と少数株主の締め出しについて説明します。
平成26年会社法改正により株式併合に関する事前・事後開示手続、端株

が生じる場合の差止請求権、反対株主の端数株式買取請求権を認めているよう
に、会社法は株式併合による少数株主の締め出しという結果自体を予定していると言わざるを得ません。
　ただし、少数株主の締め出しそのものを目的とする株式併合については、株式併合決議が株主平等原
則違反、著しく不公正な決議に該当するかが問題となります。
　まず、株主平等原則違反の点については、株式の併合により少数株主が株主の地位を失う結果が生じ
ること自体会社法が予定していることからすれば、全株式につき一律の割合で併合の対象としていれば、
株主平等原則違反にはならないと考えられています。
　次に、著しく不公正な決議に該当するかどうかについても、少数株主と会社との度重なる紛争の存在
を前提に、単なる個人的な感情に基づいて行われたものではなく、会社の意思決定を円滑かつ迅速に進
めるべく会社支配権を確立することを目的として株式併合が行われた場合には、「著しく不当な決議」に
該当せず合法と考えられています（札幌地判令和３年６月11日判決参照）。
　ただし、公開会社とは異なり、小規模閉鎖的な会社では
株主としての地位には役員就任による経営参加への期待
等があるため、株式併合を実施するためには慎重な対応が
必要と思料されます。

事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
182

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377  FAX0857-22-6857

Q

 株式併合と少数株主の締め出し株式併合と少数株主の締め出し

動 向
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第２回会員親睦・部会対抗ゴルフコンペを開催しました！第２回会員親睦・部会対抗ゴルフコンペを開催しました！
団体賞は流通部会、個人賞は光浪房夫氏がともに連覇‼団体賞は流通部会、個人賞は光浪房夫氏がともに連覇‼

快音を響かせる参加者 団体賞を受け取る鳥取電業㈱・小林社長（右）

　鳥取商工会議所の異業種交流会「ほんまちクラブ」を４月３日（金）、鳥取市御熊の旭国際浜村
温泉ゴルフ倶楽部で「第２回会員親睦・部会対抗ゴルフコンペ」として開催し、会員事業所の経
営者や青年部メンバーら42人が参加しました。
　会員相互の交流を深めようと始まった本コンペは、昨年11月に続き２回目。当日は桜が見頃
を迎え日中の気温も20度を超え、春らしく暖かい１日となりました。競技は４人１組でＩＮ・Ｏ
ＵＴのコースに分かれ、午前９時に第１組がスタート。参加者は談笑を交えながらプレーを楽
しみ、各組からはナイスショットに歓声が上がりました。
　競技の結果、団体賞は流通部会、個人賞は前回に続いて光浪房夫氏が共に連覇を達成しました。
表彰式では参加者同士が親しく語り合う姿が見られ、和やかな雰囲気の中、交流を深めました。

優　勝 光浪　房夫 ㈲ハートワークイナバ・代表取締役会長
準優勝 竹田　幸夫 ㈱ヨネザワ・代表取締役
３位 池内　　健 ㈱池内・代表取締役
４位 野藤　悦男 ㈱興洋工務店・代表取締役
５位 森本　幸久 日ノ丸西濃運輸㈱・参与

（�

）

会
員
情
報

敬
称
略・

順
不
同

３
月
16
日
～
４
月
15
日
届
け
出
分

【
社
名
変
更
】

◆
オ
リ
イ
精
機
㈱

　

→
㈱
ア
マ
ダ
プ
レ
ス
シ
ス
テ
ム
鳥
取

【
住
所
変
更
】

◆
木
の
散
髪
屋
Ｂ
ａ
ｓ
ａ
Ｂ
ａ
ｓ
ａ

　

鳥
取
市
赤
子
田
４
２
２

◆
㈱
コ
ニ
シ
鳥
取
営
業
所

　

鳥
取
市
湖
山
町
東
３
丁
目
81
―
２

◆
㈲
ウ
ィ
ル

　

鳥
取
市
富
安
１
丁
目
18 

Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
ビ
ジ
ネ
ス 

鳥
取
南
ビ
ル

４
階

【
代
表
者
変
更
】

◆
㈲
浜
市

　

代
表
取
締
役
＝
濱
村　

年
彦

◆
大
永
設
備
工
業
㈲

　

取
締
役
＝
岡
川　

敬
佑

◆
鳥
取
西
菱
電
機
㈱

　

代
表
取
締
役
＝
三
宅　

智
博

◆
互
条
総
業
㈲

　

代
表
取
締
役
＝
横
山　

直
樹

◆
全
日
本
空
輸
㈱
山
陰
支
店

　

支
店
長
＝
前
田　

誠

◆
㈱
新
日
本
観
光
セ
ン
タ
ー

　

代
表
取
締
役
社
長
＝
杉
本　

雅
史
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２０２６年経済センサス－活動調査のお願い

動 向
　

鳥
取
商
工
会
議
所
金
融
部
会（
今

井
敏
明
部
会
長
）は
４
月
８
日（
水
）、

鳥
取
市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会

議
所
ビ
ル
で「
新
社
会
人
研
修
会
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
は
、
交
通
安
全
や
防
災
、

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
と
い
っ
た
、
社
会

人
と
し
て
生
活
し
て
い
く
う
え
で
欠

か
せ
な
い
基
礎
知
識
の
習
得
と
、
新

入
社
員
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
企
画
し
た
も
の
で
す
。
当
日

は
、
会
員
事
業
所
の
採
用
３
年
以
内

の
若
手
社
員
ら
35
人
が
参
加
し
、
各

分
野
の
専
門
家
に
よ
る
実
践
的
な
講

義
を
通
じ
て
、
組
織
を
支
え
る
一
員

と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。

　

午
前
中
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、

㈱
新
日
本
海
新
聞
社
よ
り
新
聞
の
読

み
方
に
つ
い
て
講
習
が
あ
り
、
情
報

過
多
な
現
代
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
・

リ
テ
ラ
シ
ー
や
、
社
会
情
勢
を
広
く

把
握
す
る
こ
と
で
養
わ
れ
る「
雑
談

力
」の
重
要
性
が
説
か
れ
ま
し
た
。

　

続
く
交
通
安
全
講
習
で
は
鳥
取

警
察
署
交
通
課
か
ら
、
通
勤
や
業
務

時
の
交
通
事
故
発
生
リ
ス
ク
を
低
減

す
る
た
め
の
具
体
的
な
ル
ー
ル
を
学

び
、
鳥
取
消
防
署
に
よ
る
防
火
・
防

災
研
修
で
は
消
火
器
の
適
切
な
取
り

扱
い
方
法
な
ど
、
職
場
や
家
庭
で
自

他
の
身
を
守
る
た
め
の
備
え
を
再
確

認
し
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
Ｊ
‐
Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ（
金
融

経
済
教
育
推
進
機
構
）を
講
師
に
迎

え
、
将
来
を
見
据
え
た
資
産
形
成
の 研修会の様子

金
融
部
会
が
新
社
会
人
研
修
会
を
開
催

金
融
部
会
が
新
社
会
人
研
修
会
を
開
催

金
融・安
全・情
報
の
プ
ロ
が
直
伝

金
融・安
全・情
報
の
プ
ロ
が
直
伝

��

新
入
社
員
ら

新
入
社
員
ら
3535
人
が
研
鑽

人
が
研
鑽

基
本
や
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
家

計
管
理
の
在
り
方
と
い
っ
た
、
健
全

な
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
不
可
欠

な
金
融
知
識
を
養
う
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。
研
修
の
後
半
に
は
、
鳥

取
県
警
察
本
部
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策

課
よ
り
、
社
内
で
起
き
る
情
報
漏
え

い
リ
ス
ク
や
個
人
情
報
保
護
法
に
関

す
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

の
講
義
が
行
わ
れ
、
現
代
の
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
に
お
い
て
強
く
求
め
ら
れ
る

情
報
管
理
の
重
要
性
を
改
め
て
深
く

認
識
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鳥
取
警
察

署
生
活
安
全
課
か
ら
は
、
若
年
層
が

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
や
す
い
特
殊
詐

欺
の
典
型
的
な
手
口
や
、
詐
欺
師
が

利
用
す
る
巧
妙
な
心
理
に
つ
い
て
実

例
を
交
え
た
解
説
が
あ
り
、
ト
ラ
ブ

ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
冷
静
な
対

応
力
を
養
成
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
終
始
真
剣
な
眼
差
し
で

各
講
師
の
言
葉
に
聞
き
入
り
、
地
域

経
済
の
次
代
を
担
う
社
会
人
と
し
て

の
自
覚
と
、
自
ら
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
向
け
た
強
い
意
欲
を
う
か
が
わ
せ

て
い
ま
し
た
。

　

報
告
＝
会
員
交
流
・
企
画
課
主
事

平
尾
隆
将（
金
融
部
会
担
当
）

　総務省・経済産業省では、2026 年６月１日現在で、全国のすべての事業所・企業や団体を対象とした
「2026年経済センサス -活動調査」を実施します。
　この調査は、統計法に基づく報告義務のある基幹統計調査であり、その調査結果は、国や地方公共団体
における行政施策の立案や、民間企業における経営計画の策定など、社会経済の発展を支える基礎資料と
して広く活用されています。調査をお願いする皆さまには、調査書類を４～５月に順次郵送しますので、
インターネットにて回答をお願いします。（郵送等でも回答できます。）

詳しくは、以下のURLから経済センサス -活動調査のホームページをご覧ください。
https://www.e-census2026.go.jp/
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鳥
取
商
工
会
議
所
サ
ー
ビ
ス
部
会

（
水
野
治
郎
部
会
長
）は
４
月
６
日

（
月
）と
７
日（
火
）の
２
日
間
、
鳥
取

市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会
議
所

ビ
ル
で
新
入
社
員
研
修
を
開
き
、
４

月
に
入
社
し
た
ば
か
り
の
１
２
８
人

が
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
や
基
礎

知
識
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、（
一
社
）鳥
取
県
経

営
者
協
会
と（
公
社
）鳥
取
法
人
会

と
と
も
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
講
師
は
人
材
育
成
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
で
ピ
ー
ク
リ
エ
イ
ト
の
松
下
香

寿
美
代
表
が
務
め
ま
し
た
。

　

研
修
冒
頭
の
テ
ー
マ
は
、
社
会
人

に
不
可
欠
な「
意
識
と
行
動
」。
自
分

自
身
の
心
身
を
整
え
る
自
己
管
理
を

は
じ
め
、
組
織
人
と
し
て
の
規
律
意

識
、
情
報
管
理
の
徹
底
な
ど
、
基
本

項
目
を
順
次
教
示
し
ま
し
た
。

　

松
下
講
師
は「
時
間
管
理
」に
お
い

て
、「
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
は
相
互
の『
信

頼
』で
成
り
立
っ
て
い
る
」と
強
調

し
、
出
勤
時
間
や
取
引
先
と
の
約
束

を
守
る
こ
と
が
、
信
頼
関
係
を
構
築

す
る
上
で
最
も
重
要
で
あ
る
と
説
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
己
成
長
に
向
け
た「
振

り
返
り
ノ
ー
ト
」の
作
成
を
推
奨
。

目
標
達
成
や
達
成
度
の
評
価
に
加

え
、
注
意
さ
れ
た
こ
と
を
省
み
て
次

に
生
か
す
た
め
に
有
用
で
あ
る
と
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
お
辞
儀
の
仕
方
や
訪

問
・
来
客
対
応
マ
ナ
ー
な
ど
実
績
的

な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
も
演

習
を
通
じ
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

お辞儀の練習をする受講生

サ
ー
ビ
ス
部
会
が
新
入
社
員
研
修
を
開
催

サ
ー
ビ
ス
部
会
が
新
入
社
員
研
修
を
開
催

社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
を
学
ぶ

社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
を
学
ぶ

��

マ
ナ
ー
や
時
間
管
理
の
大
切
さ
説
く

マ
ナ
ー
や
時
間
管
理
の
大
切
さ
説
く

動 向

鳥取警察署からのお知らせ鳥取警察署からのお知らせ Vol.70Vol.70

～５月は「自転車月間」です～
　本年４月１日からは自転車の一定の交通違反に交
通反則通告制度（いわゆる「青切符」）が適用され
ています。
　また、令和７年中、県内では自転車の関係する交
通事故が96件（うち死亡事故２件）発生しています。
自転車を安全に利用するため「自転車安全利用五則」
をはじめとした交通ルールの遵守と交通マナーの向
上を目指しましょう。

【安全運転のポイント】
〇　ヘルメットを正しく着用しましょう。転倒や交
通事故の際に、頭部を守り、被害軽減に効果を発
揮します。

〇　自転車は、自動車と同じ「車両」です。スマー
トフォン等を使用する「ながら運転」や飲酒運転
等、危険な運転は絶対にやめましょう。

〇　夕暮れ時は早めにライトを点灯し、明るい服装

や反射材用品を身に着け、安全な速度で運転しま
しょう。

〇　自転車による交通事故でも、多額の賠償金が生
じるおそれがあります。自転車損害賠償保険等に
加入しましょう。

自転車の安全利用の推進について自転車の安全利用の推進について
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                                   ※
「
鳥

取
市
中

小
企

業
人
材

育
成

補
助
金

」
活

用
の
ご

確
認

を
！

 
・
申
請
か
ら
認
定
ま
で
に
２
週
間
程
度
必
要
で
す
の
で
早
め
に
お

申
込

み
下

さ
い

・
認
定
前
に
受
講
料
を
支
払
っ
た
場
合
、
補
助
対
象
経
費
に
な
り

ま
せ

ん
の

で
ご

留
意

く
だ
さ

い
・
講
座
に
よ
っ
て
は
対
象
外
と
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

 

 

                                     

日
 
時

 
20

26
年
６
月

18
日
（
木
）

 1
0：

00
～

17
：

00
 

会
 
場

 
鳥
取
商
工
会
議
所

  
５
階

 
大
会
議
室

 
参
加
費

 
会
員
：

14
,3

00
円

 
一
般
：

18
,7

00
円

(教
材
費
・
消
費
税
込

) 
 

対
 
象

 
総
務
・
財
務
担
当
者
、
経
営
者

 
定

 
員

 
50
名
（
申
込
先
着
順
）

 
 

 
『
経
理
実
務
講
座
』
は
、
今
日
の
経
営
環
境
下
に
限
ら
ず
、
い
つ
の
時
代
に
も
企
業
経
営
に
は
欠
か
せ
な
い
経

理
に
つ
い
て
の
基
本
か
ら
法
人
税
や
所
得
税
等
の
税
金
ま
で
を
、
事
例
を
交
え
て
や
さ
し
く
解
説
い
た
し
ま
す
。

第
一
線
で
活
躍
さ
れ
る
経
理
・
総
務
御
担
当
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
経
営
者
の
方
に
も
必
要
な
知
識
を
身

に
つ
け
て
い
た
だ
く
絶
好
の
機
会
で
す
。

 
 
本
講
座
は
、
簿
記
・
経
理
の
基
本
原
理
と
処
理
の
一
巡
に
関
す
る
理
解
に
焦
点
を
あ
て
、
代
表
的
な
日
常
取
引

や
代
金
決
済
の
処
理
方
法
か
ら
、
税
金
ま
で
を
豊
富
な
事
例
を
交
え
、
習
得
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 
 
ま
た
、
法
人
税
や
経
費
の
損
金
算
入
・
消
費
税
な
ど
、
日
常
業
務
及
び
会
社
運
営
に
必
要
不
可
欠
な
税
金
の
知

識
も
学
習
し
、
日
々
の
業
務
遂
行
に
欠
か
せ
な
い
『
実
務
』
を
、
わ
ず
か
１
日
で
習
得
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
、

毎
年
、
た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
い
た
だ
い
て
い
る
人
気
講
座
で
す
！

 

経
理
実
務
講
座

 
参
加
申
込
書

 
鳥
取
商
工
会
議
所

 
DX
推
進
課

 
行

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

FA
X:

08
57

-2
2-

69
39

 
フ
リ
ガ
ナ

 
 

TE
L 

 
事
業
所
名

 
 

フ
リ
ガ
ナ

 
 

FA
X 

 
役
職

 
申
込
者
名

 
 

所
在
地

 
 

Em
ai

l 
 

フ
リ
ガ
ナ

 
 

役
職

 
参
加
者
名

 
 

フ
リ
ガ
ナ

 
 

役
職

 
参
加
者
名

 
 

鳥
取
商
工
会
議
所
会
員

 ・
鳥
取
法
人
会
会
員

 
鳥
取
県
経
営
者
協
会
会
員

 
 ・

 
一
般

 
 

 
 

 
 

(該
当
す
る
箇
所
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

) 

受
講
修
了
証

 
 
要

( 
 

 
  

 
) 

 
不
要

( 
  

 
 

 
) 

受
講
料
合
計
（

  
  

  
  

  
  

  
  
）
円

 振
込
予
定
日

 
 
月

 
  

 
日

 

 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

 
目
指
せ
！

10
0
年
企
業
！
会
社
を
強
く
す
る
の
は
経
理
か
ら
！

 

１
 
経
理
の
仕
事
とは

 
・経

理
の
あ
らま
し 

  
  
・日

々
の
業
務
内
容

  
・証

憑
書
類
の
処
理

  
  

 ・
伝
票
の
起
票

 

２
 
現
金
・預

金
・手

形
の
処
理

  
 

・管
理
の
役
割
と方

法
  

  
・手

形
の
仕
組
み

  
・現

金
支
払
に
関
す
る科

目
  

 【
福
利
厚
生
費
・接

待
交
際
費
処
理
等
の
税
務
上
の
取
扱
】 

３
 
課
税
の
仕
組
み
、税

務
調
査

  
・損

金
算
入
、不

算
入
の
注
意
点

 ・
税
務
調
査
の
対
処
法

 

4 
法
人
税
の
処
理

  
・法

人
税
の
仕
組
み

  
  

  
・改

正
上
の
注
意
点

  
・節

税
の
重
要
性

  
  

  
 ・
賃
上
げ
促
進
税
制
に
つ
い
て

 

５
 
消
費
税
・源

泉
所
得
税

  
・消

費
税
の
仕
組
み
 

・課
税
仕
入
の
判
定

  
  

  
・給

与
計
算
記
帳

 
   ※

本
申
込
書
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
講
座
開
催
に
係
る
受
講
者
の
確
認
、
受
講
者
名
簿
の
作
成

 

出
欠
確
認
、
受
講
料
の
入
金
確
認
及
び
講
座
運
営
に
関
す
る
連
絡
の
目
的
の
み
に
使
用
い
た
し
ま
す
。

N
O
T
TH
P 

受
講
者
の
声

 
・
会
計
士
任
せ
の
経
理
で
し
た
の
で
、
た
だ
な
ん
と
な
く
、
と
い
っ
た
軽
い
気
持
ち
で
受
け
た
講
座
で
あ
り
ま
し

 
 
た
が
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・
義
母
か
ら
引
き
継
ぎ
、

7～
8
年
経
理
を
含
め
事
務
全
般
を
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、

 
 
改
め
て
勉
強
し
直
し
た
い
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
し
て
よ
か
っ
た
で
す

 
・
実
務
の
内
容
の
話
が
具
体
的
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
自
分
の
行
っ
て
い
る
業
務
を
確
認
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。

 
・
大
変
わ
か
り
や
す
く
実
務
性
の
あ
る
講
座
で
、
経
理
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 
 
次
回
は
経
理
関
係
の
社
員
を
次
回
参
加
さ
せ
る
つ
も
り
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
・
交
際
費
等
わ
か
り
や
す
く
減
価
償
却
、
税
務
調
査
へ
の
対
応
、
継
続
性
の
原
則
、
与
信
限
度
額
等
為
に
な
っ
た

 
   

経経
理理
実実
務務
講講
座座

   
  

。
 

。
 

■
鳥
取
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
 

 
 h

tt
ps

://
to

tt
or

i-
cc

i.o
r.j

p 
＜
お
問
い
合
わ
せ
＞

 
IIPP

TTEE
LL：：

0055
00--

3355
2288

--00
8855

33(
直
通

)  
FFAA

XX：：
  00

8855
77--

2222
--66

9933
99  

鳥
取
商
工
会
議
所
・
鳥
取
法
人
会
・
鳥
取
県
経
営
者
協
会
主
催
 

<<おお
申申
込込
方方
法法

>>  
    

    
※※

  講講
座座
日日
のの

33
営営
業業
日日
前前
よよ
りり
、、

1100
00％％

キキ
ャャ
ンン
セセ
ルル
料料
がが
発発
生生
しし
まま
すす
。。

  
●
右
記
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
後

FA
X
に
て
お
申
込
く
だ

さ
い

。
 

（
受
付
後
担
当
者
様
宛
に
「
請
求
書
兼
申
込
受
信
の
お
知
ら
せ
」
(
イ
ン

ボ
イ

ス
対

応
)を

F
A
X
で

返
送

い
た

し
ま

す
）
 

●
お
申
込
後
、
受
講
料

を
原
則
と
し
て
講
座
開
催
の
３
日
前
ま
で
に

請
求

書
記

載
銀

行
口

座
ま
で

お
振

込
み

願
い

ま
す

。 

（
恐
れ
入
り
ま
す
が
振
込
手
数
料
は
ご
負
担
願
い
ま
す
。
受
講
料
の

返
金

は
致

し
か

ね
ま

す
の
で

ご
了

承
く

だ
さ

い
）
 

●
振
込
先
：
鳥
取
銀
行
 
本
店
 
普
通
預
金
 

N
O

. 0
32

54
11
 
鳥
取
中

小
企

業
相

談
所

 
所

長
 井

戸
垣

 泰
志
 

＊
講
座
開
催
１
～
２
週
間
前
頃
に
受
講
券
・
会
場
地
図
等
を
申
込
者

様
宛
に

F
A
X
い

た
し

ま
す
。
 

＊
駐
車
場
は
｢
商
工
会
議
所
駐
車
場
｣を

ご
利
用
下
さ
い
。
（
満
車
の
場

合
は

市
営

片
原

駐
車

場
を
ご

利
用

く
だ

さ
い

）
  

＊
最
少
催
行
人
数
は
５
名
と
な
り
ま
す
。
 

＊
反
社
会
的
団
体
及
び
そ
の
構
成
員
と
認
め
ら
れ
る
場
合
や
コ
ン
サ

ル
タ

ン
ト

業
の

方
は

参
加
を

お
断

り
し

ま
す

。
 

 
ま
た
講
師
業
、
士
業
の
方
な
ど
講
師
と
同
業
の
方
の
参
加
を
お
断

り
す

る
こ

と
も

あ
り

ま
す
。
 

経
理
の
基
礎
か
ら
法
人
税
ま
で
！
仕
事
で
役
立
つ
知
識
が

1
日
で
身
に
つ
く
！
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「中小企業における最低賃金の影響に関する調査」結果

日商・東商

　日本商工会議所ならびに東京商工会議所はこのほど、標記の実態調査を実施し、集計結果を公表しま
した。
　この調査は、過去最高の引き上げとなった昨年度の最低賃金や地域によって最大６ヵ月の差が生じた
発効日について、中小企業への影響等の実態を把握し、今後の要望活動に生かしていくために実施した
ものです。

　近年大幅引き上げが続く最低賃金や地域によって最大６カ月の差異が生じた発効日について、中小
企業における影響の実態を把握すべく、全国の商工会議所会員企業を対象に調査。3,780社の回答を、
東京23区・政令指定都市の都市部（605社）とそれ以外の地方（3,175 社、うち従業員20人以下
の小規模企業1,630社）に分け、集計・分析を行いました。

●　2025年度の最低賃金引き上げによる影響・負担感
　　・�「最低賃金を下回る従業員がいたため、賃金を引き上げた」とする企業は４割半ば（45.1％）と、

２年続けての高い水準。地方（46.6％）は、都市部（37.0%）より9.6 ポイント高い
　　　また、都市部は昨年調査（32.4％）から4.6 ポイント増加
　　・�現在の最低賃金の負担感について、「大いに負担」と「多少は負担」の合計は８割近く（76.6％）

と、引き続き高く、地方（77.9%）は、都市部（69.8％）より8.1 ポイント高い

●　「最低賃金を下回ったため賃金を引き上げた従業員」の雇用形態
　　・「パートタイム労働者」が約８割（79.6%）、「正社員」が３割超（32.4％）
　　・「正社員」は昨年調査（27.2%）から5.2 ポイント増加

●　昨年度の改定後最低賃金の発効日による影響・望ましい発効日の時期
　　・�一昨年度に比べ、「準備期間」を確保できたとする企業は、発効日が年内（10～ 12月）の 41

都道府県で約 1割（12.2％）、1月以降の 6県（秋田・福島・群馬・徳島・大分・熊本）では 3
割超（34.7％）

　　・�「１月以降」を望む企業は、41都道府県では約半数（49.3％）、6県では 6割半ば（66.0%）

調査結果のポイント

（１）調査地域：全国47都道府県	 （２）回答企業数：中小企業 3,780 社
（３）調査期間：2026年 2月 2日～ 2月 27日	 （４）回収商工会議所数：349商工会議所
（５）調査方法：各地商工会議所職員の依頼によるＷｅｂ回答等

ポイント② 発効日が1月以降の地域では､発効日後ろ倒しを引き続き望む企業が他の地域より多い

ポイント① 2025年度の最低賃金引き上げの｢影響｣や｢負担感｣は、地方において深刻な状況
近年の大幅引き上げにより、都市部や正社員でも影響が拡大

詳しい内容は、次のアドレス等にアクセスしてください。
https://www.jcci.or.jp/news/research/2026/0317150010.html
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※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です。
掲載講師や内容は変更になる場合がございます。

経営に役立つ！鳥取商工会議所のＷＥＢセミナー

WEBセミナー
2023 年 6 月 特集

その他 700 タイトル以上を配信中

WEBセミナーの視聴方法
使い方はとても簡単！すぐにご利用になれます

STEP1 STEP２

バナーを選択

STEP３
学びたいセミナーを
お選びください

バナーを選択 税務 労務

研修・
人材育成

一般経営

●●●●●
●●●
●●

問い合わせ先 ：鳥取商工会議所 ＤＸ推進課　ＴＥＬ ： ０８５７－３２－８００５

ＩＤ・パスワードを取得
フォームよりお申し込み

ください

※鳥取商工会議所から、メールで
ＩＤ・パスワードをお知らせします。

※様々なジャンルで700タイトル
以上の豊富なセミナー

ＷＥＢセミナーの　
バナーを選択します

鳥取商工会議所のＨＰ
よりＷＥＢセミナー
サイトにアクセス

鳥取商工会議所のホームページから無料でご覧いただけます！　https://tottori-cci.or.jp

お　す　す　め　セ　ミ　ナ　ー
タイトル 講師名 時間

一
般
経
営

NEW
観光で稼ぐDXとAI活用 高橋 敦司 44分

ヒット連発！
“欲しい”を生み出す公式 大澤 孝 32分

カスハラ対策の進め方 津田 典子 38分

研
修
・
人
材
育
成

NEW
人生を変える“集中力” 森 健次朗 39分

世代間ギャップをチームの
“強み”に変える！
　　　　　 公開期限：2026年６月末

前川 由希子 80分

本当に成果の出る1on1 ミーティング 濵田 美雪 38分

タイトル 講師名 時間

Ｉ
Ｔ
・
パ
ソ
コ
ン

AI活用　爆速仕事術
　　　　　 公開期限：2026年５月末 小宮山 真吾 70分

今日から使える！
スマートフォン×AIのビジネス仕事術
　　　　　 公開期限：2026年５月末

鈴木 朋子 68分

健
康

NEW
最高の成果を生む「経営者の健康」 吉見 明浩 15分

労
務

NEW  人材不足・人手不足に効く
人事制度セミナー
　　　　　 公開期限：2026年６月末

山本 昌幸 80分

税
務
・
財
務
・
経
理

NEW
経理担当者向け  経理入門
　　　　　 公開期限：2026年７月末

小池 俊 85分

借り入れ成功のポイント 大前 文人 28分
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検  定  試  験 詳細 

ビジネスマネジャー検定試験® 

「あらゆるマネジャー（管理職）が共通して身につけておくべき重要な基礎知識」を効率

的に習得する機会を提供します。 

ビジネス実務法務検定試験® 
身につけた正しい法律知識は、業務上のリスクを回避し、会社へのダメージを未然に防

ぐことができます。 

カラーコーディネーター検定試験® 

色の性質・特性など、色彩の知識を身につけることで、色の持つ効果をビジネスシーン

に活かすことができます。 

eco 検定(環境社会検定試験®) 
複雑・多様化する環境問題を幅広く体系的に身に付く「環境教育の入門編」として、幅

広い業種・職種の方に活用いただいています。 

福祉住環境コーディネーター検定試験® 

医療・福祉・建築について体系的で幅広い知識を身につけ、各種の専門職と連携をとり

ながらクライアントに適切な住宅改修プランを提示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

2026 年度 東京商工会議所検定試験 

受験者数が3名以上の場合に「団体申込」がご利用いただけ

ます。「団体申込」をご利用いただくことで、受験者の申込情

報や成績が一元管理できるほか、受験料の支払いも団体で

一括して精算いただくことが可能です。 

ご検討いただける場合は、下記までお問い合わせください。 

 

団団体体申申込込で 

会員企業の団体受験料 

55％％割割引引  
 

【お問合せ先】 

鳥取商工会議所 地域振興課 検定担当  

ＴＥＬ 0857-32-8004 

 

東京商工会議所検定センター      鳥取商工会議所 
https://kentei.tokyo-cci.or.jp/        https://tottori-cci.or.jp/certification-exam/ 

～時代の変化・ニーズに適った検定試験を通じて、 

人材の育成と経済社会の発展に寄与する～ 
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因
幡
千
本
桜
「
桜
の
園
」
花
見
昼
食
会

　
令
和
８
年
４
月
１
日（
水
）、
ヤ
マ
タ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
・
因
幡
千
本
桜「
桜
の

園
」に
お
い
て
、
今
年
度
最
初
の
事
業
と
な
る
花
見
昼
食
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　
今
年
は
桜
の
開
花
が
例
年
よ
り
早
く
、
３
月
末
に
は
満
開
が
予
想
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
新
年
度
に
入
り
早
々
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
例
年
を
上
回
る
多

く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
賑
や
か
な
花
見
昼
食
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
は
直
前
ま
で
雨
予
報
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
事
業
実
施
中
は
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
満
開
に
咲
き
誇
る
千
本
桜
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
昼
食
を
と
り

つ
つ
現
役
会
員
と
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ま
と
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
本

事
業
の
歴
史
や
想
い
に
触
れ
る
こ
と
で
、
事
業
の
主
旨
へ
の
理
解
を
よ
り
一
層

深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
昼
食
後
に
は
、
昨
年
度
の
植
樹
事
業
の
一
環
と
し
て
設
置
し
た「
桜
の
園
」の
歴

史
を
記
し
た
看
板
を
紹
介
し
、
Ｏ
Ｂ
の
先
輩
方
に
も
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
で
、
本

事
業
が
着
実
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
お
伝
え
す
る
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
、
因
幡

千
本
桜「
桜
の
園
」を
市
民
の
共
有
財
産

と
し
て
守
り
育
て
、
よ
り
一
層
魅
力
あ

る
桜
の
名
所
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

�

総
務
委
員
会
　
委
員
長
　
西
面�

崇
裕

集合写真

新しく設置された事業のあゆみ

発行：令和 8年 5月 １5 日
鳥取商工会議所青年部

広報委員会

5
〈令和８年度鳥取YEGスローガン〉
温故知新 ～ 歴史を受け継ぎ、今を磨き、未来へとつなぐ ～ 第328号

新
緑
の
ま
ぶ
し
い
季
節
と
な
り
、会
員

の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ま
す
ま

す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
平
素
よ
り
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、4
月
8
日
に
は
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
定

期
総
会
を
開
催
し
、
新
た
な
年
度
が
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、4
月
16

日
に
は
倉
吉
Ｙ
Ｅ
Ｇ
4
月
例
会
、4
月
27

日
に
は
米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
4
月
例
会
へ
参
加

し
、各
単
会
が
地
域
に
根
ざ
し
て
取
り
組

ま
れ
て
い
る
活
動
や
、会
員
同
士
の
強
い

結
束
力
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、大
変
有

意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
仲
間
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
地
域
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
姿
に
触
れ
、改

め
て
我
々
の
活
動
の
意
義
と
責
任
を
実

感
す
る
と
と
も
に
、自
身
の
視
野
も
大
き

く
広
が
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
経
験
は
、今
後
の
活
動
を
進
め

る
う
え
で
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
他
単
会
と
の
交
流
は
、新
た

な
気
づ
き
や
学
び
を
得
る
貴
重
な
機
会

で
あ
り
、自
単
会
の
活
動
を
見
つ
め
直
す

契
機
に
も
な
り
ま
す
。
今
後
も
積
極
的
に

外
へ
目
を
向
け
、得
た
学
び
を
自
単
会
の

活
動
へ
還
元
し
、よ
り
実
り
あ
る
事
業
展

開
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、会

員
同
士
が
互
い
に
刺
激
し
合
い
、成
長
し

続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
も
力
を
注

い
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
温
故
知
新
」

の
も
と
、こ
れ
ま
で
の
歴
史
や
伝
統
を
大

切
に
し
つ
つ
、新
た
な
価
値
を
見
出
し
、

時
代
に
即
し
た
活
動
へ
と
発
展
さ
せ
て

い
く
所
存
で
す
。
会
員
一
人
ひ
と
り
の
力

を
結
集
し
、よ
り
魅
力
あ
る
組
織
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
、皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、今
月
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鳥取YEGメールアドレス info@t-yeg.jp
YEG通信
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地域経済圏の共創 ～明確な成果を追求する組織への深化～

令
和
８
年
４
月
８
日
（
水
）、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
「
鶴
の
間
」

に
お
い
て
、定
期
総
会
お
よ
び
４
月
キ
ッ
ク
オ
フ
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
ご
多
忙
の
中
、
深
澤
鳥
取
市
長
、
平
井
会
頭
を
は
じ
め
、
多
く
の

ご
来
賓
な
ら
び
に
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
に
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま

で
、
会
員
・
事
務
局
を
合
わ
せ
総
勢
１
７
７
名
が
参
加
し
、
昨
年
度
の
過
去
最

高
人
数
を
さ
ら
に
上
回
る
盛
大
な
キ
ッ
ク
オ
フ
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

例
会
で
は
、
山
根
会
長
よ
り
本
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
お
よ
び
重
点
活
動
項
目

が
発
表
さ
れ
る
と
と
も
に
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
こ
の
一
年
間
に
お
け
る
進
む
べ
き

方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。「
一
人
ひ
と
り
の
力
は
小
さ
く
て
も
、
志
を
同
じ

く
す
る
仲
間
と
と
も
に
歩
む
こ
と
で
、
大
き
な
力
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
」
と

い
う
会
長
の
熱
い
思
い
を
会
員
全
員
で
共
有
し
、
意
思
統
一
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
本
例
会
に
て
新
入
会
員
６
名
、
交

替
会
員
２
名
を
迎
え
、
総
勢
１
９
３
名
で
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
本
例
会
を
通
じ
て
組
織
の

結
束
を
一
層
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
活
動

へ
の
大
き
な
弾
み
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

活
動
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
商
工
業

の
発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
度
も
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

総
務
委
員
会
　
委
員
長
　
西
面�

崇
裕

交流を楽しむ会員

山根会長の挨拶

山根会長と民野直前会長

集合写真

食事を楽しむ会員

新入会員の紹介 卒会生と談笑する現役会員会場の様子

鳥取YEGは、地域を支える青年経済人の
集まりであり、一緒に鳥取を盛り上げて
いただける方を随時募集しています。
次世代を担う立場として、熱意を持って
一緒に頑張りませんか？！
鳥取YEGで出会う「縁」を「運」に変えて、
企業と地域を活性化させましょう！
お気軽にお問い合わせください。

TEL：0857-32-8004
（鳥取商工会議所青年部 事務局）

令
和
８
年
度
４
月
キ
ッ
ク
オ
フ
例
会

令
和
８
年
度
４
月
キ
ッ
ク
オ
フ
例
会

山田 侑子 君
（やまだ ゆうこ）

事業所名  鳥取市企画推進部
所属委員会  ビジネス委員会

交 替 会 員

鳥取商工会議所青年部
会長 山根   真
有限会社テクノサービス

■
令
和
８
年
度

　

会
長
あ
い
さ
つ
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因
幡
千
本
桜
「
桜
の
園
」
花
見
昼
食
会

　
令
和
８
年
４
月
１
日（
水
）、
ヤ
マ
タ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
・
因
幡
千
本
桜「
桜
の

園
」に
お
い
て
、
今
年
度
最
初
の
事
業
と
な
る
花
見
昼
食
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　
今
年
は
桜
の
開
花
が
例
年
よ
り
早
く
、
３
月
末
に
は
満
開
が
予
想
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
新
年
度
に
入
り
早
々
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
例
年
を
上
回
る
多

く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
賑
や
か
な
花
見
昼
食
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
は
直
前
ま
で
雨
予
報
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
事
業
実
施
中
は
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
満
開
に
咲
き
誇
る
千
本
桜
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
昼
食
を
と
り

つ
つ
現
役
会
員
と
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ま
と
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
本

事
業
の
歴
史
や
想
い
に
触
れ
る
こ
と
で
、
事
業
の
主
旨
へ
の
理
解
を
よ
り
一
層

深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
昼
食
後
に
は
、
昨
年
度
の
植
樹
事
業
の
一
環
と
し
て
設
置
し
た「
桜
の
園
」の
歴

史
を
記
し
た
看
板
を
紹
介
し
、
Ｏ
Ｂ
の
先
輩
方
に
も
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
で
、
本

事
業
が
着
実
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
お
伝
え
す
る
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
、
因
幡

千
本
桜「
桜
の
園
」を
市
民
の
共
有
財
産

と
し
て
守
り
育
て
、
よ
り
一
層
魅
力
あ

る
桜
の
名
所
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

�

総
務
委
員
会
　
委
員
長
　
西
面�

崇
裕

集合写真

新しく設置された事業のあゆみ

発行：令和 8年 5月 １5 日
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新
緑
の
ま
ぶ
し
い
季
節
と
な
り
、会
員

の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ま
す
ま

す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
平
素
よ
り
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、4
月
8
日
に
は
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
定

期
総
会
を
開
催
し
、
新
た
な
年
度
が
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、4
月
16

日
に
は
倉
吉
Ｙ
Ｅ
Ｇ
4
月
例
会
、4
月
27

日
に
は
米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
4
月
例
会
へ
参
加

し
、各
単
会
が
地
域
に
根
ざ
し
て
取
り
組

ま
れ
て
い
る
活
動
や
、会
員
同
士
の
強
い

結
束
力
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、大
変
有

意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
仲
間
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
地
域
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
姿
に
触
れ
、改

め
て
我
々
の
活
動
の
意
義
と
責
任
を
実

感
す
る
と
と
も
に
、自
身
の
視
野
も
大
き

く
広
が
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
経
験
は
、今
後
の
活
動
を
進
め

る
う
え
で
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
他
単
会
と
の
交
流
は
、新
た

な
気
づ
き
や
学
び
を
得
る
貴
重
な
機
会

で
あ
り
、自
単
会
の
活
動
を
見
つ
め
直
す

契
機
に
も
な
り
ま
す
。
今
後
も
積
極
的
に

外
へ
目
を
向
け
、得
た
学
び
を
自
単
会
の

活
動
へ
還
元
し
、よ
り
実
り
あ
る
事
業
展

開
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、会

員
同
士
が
互
い
に
刺
激
し
合
い
、成
長
し

続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
も
力
を
注

い
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
温
故
知
新
」

の
も
と
、こ
れ
ま
で
の
歴
史
や
伝
統
を
大

切
に
し
つ
つ
、新
た
な
価
値
を
見
出
し
、

時
代
に
即
し
た
活
動
へ
と
発
展
さ
せ
て

い
く
所
存
で
す
。
会
員
一
人
ひ
と
り
の
力

を
結
集
し
、よ
り
魅
力
あ
る
組
織
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
、皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、今
月
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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YEG通信
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）、
ホ
テ
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ュ
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オ
ー
タ
ニ
鳥
取
「
鶴
の
間
」

に
お
い
て
、定
期
総
会
お
よ
び
４
月
キ
ッ
ク
オ
フ
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
ご
多
忙
の
中
、
深
澤
鳥
取
市
長
、
平
井
会
頭
を
は
じ
め
、
多
く
の

ご
来
賓
な
ら
び
に
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
に
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま

で
、
会
員
・
事
務
局
を
合
わ
せ
総
勢
１
７
７
名
が
参
加
し
、
昨
年
度
の
過
去
最

高
人
数
を
さ
ら
に
上
回
る
盛
大
な
キ
ッ
ク
オ
フ
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

例
会
で
は
、
山
根
会
長
よ
り
本
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
お
よ
び
重
点
活
動
項
目

が
発
表
さ
れ
る
と
と
も
に
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
こ
の
一
年
間
に
お
け
る
進
む
べ
き

方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。「
一
人
ひ
と
り
の
力
は
小
さ
く
て
も
、
志
を
同
じ

く
す
る
仲
間
と
と
も
に
歩
む
こ
と
で
、
大
き
な
力
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
」
と

い
う
会
長
の
熱
い
思
い
を
会
員
全
員
で
共
有
し
、
意
思
統
一
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
本
例
会
に
て
新
入
会
員
６
名
、
交

替
会
員
２
名
を
迎
え
、
総
勢
１
９
３
名
で
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
本
例
会
を
通
じ
て
組
織
の

結
束
を
一
層
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
活
動

へ
の
大
き
な
弾
み
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

活
動
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
商
工
業

の
発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
度
も
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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総
務
委
員
会
　
委
員
長
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交流を楽しむ会員

山根会長の挨拶

山根会長と民野直前会長
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食事を楽しむ会員

新入会員の紹介 卒会生と談笑する現役会員会場の様子

鳥取YEGは、地域を支える青年経済人の
集まりであり、一緒に鳥取を盛り上げて
いただける方を随時募集しています。
次世代を担う立場として、熱意を持って
一緒に頑張りませんか？！
鳥取YEGで出会う「縁」を「運」に変えて、
企業と地域を活性化させましょう！
お気軽にお問い合わせください。

TEL：0857-32-8004
（鳥取商工会議所青年部 事務局）
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会
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８
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所属委員会  ビジネス委員会

交 替 会 員

鳥取商工会議所青年部
会長 山根   真
有限会社テクノサービス
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年
度
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鳥
取
商
工
会
議
所
女
性
会
は
４
月

20
日（
月
）、
鳥
取
市
本
町
３
丁
目
の

鳥
取
商
工
会
議
所
ビ
ル
で
通
常
総
会

を
開
催
し
、令
和
7
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
を
承
認
、
令
和
８
年
度
事

業
計
画（
案
）、
お
よ
び
収
支
予
算

（
案
）を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
役
員
改
選
期
の
た
め
、

新
し
い
役
員（
案
）と
委
員
会
組
織

（
案
）が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
德
田
和

子
会
長
が
再
任
さ
れ
、
就
任
あ
い
さ

つ
で
は「
皆
さ
ん
の
力
を
結
集
し
て

女
性
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
鳥
取
商
工
会

議
所
ビ
ル
の
事
業
所
を
対
象
と
し

た
ミ
ニ
バ
ザ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

毎
年
秋
に
実
施
し
て
い
る
チ
ャ
リ

令
和
８
年
度

令
和
８
年
度

��

通
常
総
会
を
開
催

通
常
総
会
を
開
催

－ 令和８年度鳥取商工会議所女性会　組織と活動 －
（担当副会長）中井英子　（委員長）北村由美　（副委員長）黒坂令子
（委員）�八村恵美子、浜村恵子、英　咲子、青木美保子、安宅智代、石本夕佳、�

稲中真知子、太田　縁、金居洋子、川口眞佐子、佐藤陽子、谷口真由美、�
西垣祐子、西山睦深、廣谷　泉、深田真由美、山内憲子、米村京子

【活動】例会・研修会（視察研修含む）の企画・運営、会議所報関係（女性会だより）等

会長
德田 和子

総括

（担当副会長）上山弘子　（委員長）加藤陽子　（副委員長）安部裕子
（委員）�吉川桂子、西垣三枝子、福嶋登美子、山口朝子、吉岡きよ乃、石川清美、�

石谷泰子、大家祐子、河崎妙子、岸本典子、清水　恵、竹本恵理子、�
中河梨恵、西村智也子、橋本真弓、濵﨑あゆみ、山根恵子

【活動】新年例会の企画・運営、イベントの企画・運営等

総務委員会

会員委員会

（実行委員長）北村由美　（副委員長）英　咲子
（委員）�德田和子、中井英子、上山弘子、安部裕子、加藤陽子、黒坂令子、�

西垣三枝子、浜村恵子、山内憲子
【活動】令和８年度中商女性連鳥取大会の実施に向けた企画・運営等

令和 8年度　中商女性連鳥取大会実行委員会

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
規
模
を
縮
小
し
開

催
し
た
も
の
で
す
。
多
く
の
方
々
に

ご
来
場
い
た
だ
き
、
盛
況
の
中
終
了

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
委
員
会
ご
と
の

昼
食
会
で
は
、
今
年
度
の
活
動
計
画

な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
会
員
相
互
の
親
睦

を
深
め
、
新
年
度
の
好
ス
タ
ー
ト
を

切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

德田和子会長
（再任）

ミニバザーの様子 総会の様子
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◆
新
緑
の
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
久
松
山
の
新
緑
も
、
日
増

し
に
そ
の
鮮
や
か
さ
を
深
め
て

い
ま
す
◆
さ
て
、
大
型
連
休
が

終
わ
り
、「
連
休
疲
れ
」が
顔
を

出
し
や
す
い
時
期
で
す
。
６
月

に
祝
日
が
な
い
た
め
、
筆
者
は

こ
の
時
期
に
な
る
と
決
ま
っ
て

カ
レ
ン
ダ
ー
と
に
ら
め
っ
こ
。

７
月
の「
海
の
日
」を
待
ち
わ
び

な
が
ら「
そ
れ
ま
で
に
有
給
休

暇
を
取
る
ぞ
！
」と
毎
年
、
同

じ
考
え
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す

◆
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
熱
中
症

の
恐
れ
も
出
て
き
ま
す
。
こ
ま

め
な
水
分
補
給
を
心
が
け
な
が

ら
、
爽
や
か
な
初
夏
を
楽
し
み

た
い
で
す
ね
！�

（
Ａ
）

編　集　室
パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

利
用
予
定
表

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利
　
用
　
内
　
容

５
／
23
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
レ
ッ
ス
ン

24
㈰

合
唱
練
習

31
㈰

因
幡
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
２
０
２
６【
公
開
】

6
／
2
㈫

定
時
総
会

6
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
レ
ッ
ス
ン

7
㈰

合
唱
練
習

13
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
レ
ッ
ス
ン

　
　
　
　

※
利
用
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

小規模事業者経営改善資金融資制度

無担保・無保証人 マル経 融 資 をご活用ください！
　マル経融資は、商工会議所の推薦によって日本政策金融公庫から無担保、保証人なし
で受けられる融資制度です。融資対象は従業員規模が商業・サービス業（宿泊業および
娯楽業を除く）で 5人以下、製造業は 20人以下の事業所です。

◦融資限度額	 2,000 万円　 ◦利率　年 2.50％（2026.５.１現在）
◦返 済 期 間	 運転・設備資金＝１０年以内（据え置き２年以内）

問い合わせ先　鳥取商工会議所 経営支援課 TEL：0857-32-8005

ＡＮＡからのお知らせ

便名 出発 到着
　　292  7 時 05 分  8 時 20 分
　　294  8 時 55 分 10 時 10 分
　　296 11 時 05 分 12 時 25 分
　　298 15 時 20 分 16 時 45 分
　　300 18 時 25 分 19 時 45 分

■鳥取⇒東京
期間：2026年3月29日〜2026年10月24日

2026年　東京便　夏ダイヤ決定！
鳥取砂丘コナン空港　1日５往復継続

便名 出発 到着
　　291  7 時 00 分  8 時 15 分
　　293  9 時 10 分 10 時 25 分
　　295 13 時 15 分 14 時 30 分
　　297 16 時 20 分 17 時 40 分
　　299 19 時 20 分 20 時 35 分

■東京⇒鳥取

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ
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１　

青
年
部
桜
の
園
昼
食
会
・
広
報
委
員
会

２　

と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
説
明
会
▽
青
年

部
会
員
交
流
委
員
会

３　

会
員
親
睦
・
部
会
対
抗
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
▽

青
年
部
鳥
取
お
城
委
員
会

６　

新
入
社
員
研
修
（
７
日
も
）

７　

会
頭
・
副
会
頭
会
議

８　

新
社
会
人
研
修
会
▽
青
年
部
通
常
総
会
・

キ
ッ
ク
オ
フ
例
会

９　

運
営
委
員
会

10　

青
年
部
ま
ち
興
し
委
員
会

14　

流
通
部
会
正
副
部
会
長
会
議
▽
青
年
部
ビ

ジ
ネ
ス
委
員
会

15　

女
性
会
役
員
会

16　

青
年
部
政
策
提
言
委
員
会

17　

公
正
な
採
用
に
関
す
る
要
請
▽
青
年
部
対

外
交
流
委
員
会

20　

女
性
会
通
常
総
会
・
ミ
ニ
バ
ザ
ー
▽
サ
ー

ビ
ス
部
会
正
副
部
会
長
会
議
▽
定
例
金
融

相
談
会

21　

台
湾
企
業
と
の
経
済
交
流
・
ビ
ジ
ネ
ス
創

出
事
業
に
か
か
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

に
関
す
る
基
本
合
意
書
調
印
式
▽
青
年
部

５
役
会

22　

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

23　

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
活
用
特
別
委
員
会

24　

県
連
幹
事
会
（
米
子
市
）
▽
女
性
会
鳥
取

大
会
実
行
委
員
会

27　

会
頭
・
副
会
頭
会
議

28　

青
年
部
理
事
会

30　

観
光
・
交
通
部
会
正
副
部
会
長
会
議
▽

と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
特
別
委
員

会

 

事
務
局
日
誌 （
　
）

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融
ニーズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

１．日　時　　６月16日（火）午前10時〜12時
２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援課
　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

４
月
抜
粋

人と鉄であすを拓く

株式会社清水
代表取締役　 清水昭生

〒680-0921　鳥取市古海５４２－１千代金属センター内

TEL：（0857）23-1631(代)   FAX：（0857）23-0999

時代が求める紙を！追い続けて134年

山野商事株式会社
代表取締役社長 嶋 田 耕 治

■鳥取本社／〒680-0912　鳥取県鳥取市商栄町160-4　 　 TEL（0857）23-5555　FAX（0857）22-1304

■米子支店／〒683-0853　鳥取県米子市両三柳2378-3　　TEL（0859）33-4301　FAX（0859）33-4303

ホームページ　https://www.yamano-s.com
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総務企画部
総　 務　 課 32-8002

経営支援部
経 営 支 援 課 32-8005

会員交流・企画課 32-8003 D X 推 進 課 32-8005
地 域 振 興 課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

受付時間 ｜ 8：45 ～ 12：00 ／ 13：00 ～ 17：00 ※12：00 ～ 13：00は窓口休業となります。

駐 車 場 ご 案 内

〒680-8566 鳥取市本町３丁目201
TEL（0857）26-6666 FAX（0857）22-6939

URL https://tottori-cci.or.jp

（Tottori Chamber of Commerce & Industry）


